
  

  

データ名 出典・提供元 データ年

人口 総務省統計局・国勢調査 平成22年
通学者数 総務省統計局・国勢調査 平成22年
従業者数 総務省統計局・経済センサス，国勢調査 平成21年
用途地域面積 国土交通省，その他自治体統計 平成22年
容積率 国土交通省・国土数値情報 平成22年
地価 財団法人土地情報センター 平成22年
就業時間 総務省統計局・国勢調査 平成17年
余暇時間 NHK放送文化研究所・国民生活時間調査 平成22年
総所得 総務省統計局・住宅土地統計調査 平成20年
総生産 内閣府・県民経済生産，その他自治体統計 平成22年
OD交通量(目的別) 社会システム株式会社 平成22年
ログサム変数(目的別) 社会システム株式会社 平成22年
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1．はじめに 

我が国の都市鉄道整備事業制度の一つである都市

鉄道等利便増進事業は，速達性向上等，効果が広域

に及ぶ事業を対象とし，多くのプロジェクトでその

適用が期待されている．しかし，費用負担は受益の

大きさとは関係なく，整備区間長に依存した即地主

義であるため，自治体間費用負担割合の公平性が課

題となっている．吉田[1]は応用都市経済モデル（以

下，CUE）を用いて帰着便益を推計し，自治体の帰

着便益と実際の費用負担割合とを比較し，自治体間

の不公平性を定量的に示した．しかし，既往研究の

モデル式やパラメータを転用していた為，その精度

に課題が残された．  

本研究は，吉田が構築した CUE をベースに，更な

る精度向上に向け，モデルの再構築を行う．更に，

東京圏（東京都，神奈川県，埼玉県，千葉県，茨城

県南部）を対象とした，鉄道整備による便益の空間

的な波及を確認し，都市鉄道等利便増進事業におけ

る費用負担の検討に向けたCUEの有効性を検証する． 

2．データ概要   

 モデル構築と便益推計に用いるデータを表 1 に示

す．東京圏を市区町村単位で 269 ゾーンに分割し，

基準年を平成 22 年とする．  

3．モデル構造 

本研究で用いる CUE の全体構造を図１に示す．

CUE は「世帯」「企業」「不在地主」の 3 主体におけ

る立地行動モデルと 4 段階推計を用いた交通行動モ

デルの 2 つのモデルで構成され，各モデルが相互に

作用する．CUE で均衡計算を行った後に，出力され

た人口，地代，一般化費用等を用いて地域別の便益

を推計する． 

本研究において，定式化された立地行動モデルに

ついて次項に示す．なお不在地主の土地供給行動，

交通行動モデルについては省略する． 

表１ 本研究で用いるデータ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ モデル構造 

4．立地行動モデル 

4. 1 世帯 

 世帯の効用最大化行動は式(1)のように定式化し，

効用関数は対数線形で特定化している． 

௜ܸ ൌ max௭೔	,௔೔	,௫೔	ሾߙ௭݈݊ݖ௜ ൅ ௔݈݊ܽ௜ߙ ൅  ௜ሿ  (1-a)ݔ௫݈݊ߙ

st. ݖ௜ ൅ ௜ܽ௜ݎ ൅ ௜ݍ
௣ݔ௜

௣ ൌ ܶݓ െ ௜ݍ
௪ݔ௜

௪ െ ௜ݍ
௦ݔ௜

௦  (1-b) 

݅:ゾーンを表す添え字， ௜ܸ :世帯の効用水準，ݖ௜:価格を１とした合成財

の消費量，	ݎ௜：住宅建物賃料，ܽ௜：住宅建物床面積消費量，	ݍ௜
௣
：私事

トリップの一般化費用，	ݔ௜
௣
：私事トリップ消費量，	ݓ：賃金率，ܶ：

総利用可能時間，	ݍ௜
௪：通勤トリップの一般化費用，	ݔ௜

௪：通勤トリッ

プ消費量，	ݍ௜
௦：通学トリップの一般化費用，	ݔ௜

௦：通学トリップ消費

量，	ߙ௭，ߙ௔，ߙ௫：分配パラメータሺߙ௭ ൅ ௔ߙ ൅ ௫ߙ ൌ 1ሻ 

家計調査を用いて，総所得に対する各財の消費割

合から算出した分配パラメータを表２に示す． 

式(1)をラグランジュの未定乗数法を用いると，式

(2)に示す世帯の効用関数が求められる． 



  

  

パラメータ t値 パラメータ t値

θ 1：効用・利潤関数 1.28E-01 5.09 7.85E-09 69.24

θ 2：利用可能延床面積 0.42 172.38 0.30 99.22

θ 3：都心３区ダミー 2.17 71.29 0.41 6.96

θ 4：副都心３区ダミー 2.33 75.17 2.16 56.86

θ 5：特別区ダミー 2.78 111.93 2.06 76.36
θ 6：多摩３市ダミー 2.39 75.78 2.24 65.10
θ 7：横浜・川崎ダミー 2.37 99.42 1.98 81.06

θ 8：さいたまダミー 1.91 75.52 1.91 73.85

θ 9：千葉ダミー 2.01 73.80 1.79 61.69

θ 10：その他市ダミー 1.54 67.04 1.57 68.91

θ 11：その他町ダミー 0.33 15.32 0.43 20.51

θ 12：その他村ダミー 0 0

R
2
値 0.80 0.85

世帯 企業
変数

中央線沿線市区 特別区 武蔵野市 三鷹市 小金井市 国分寺市

便益額(億円) 27.6 7.0 11.3 22.6 56.4
推計帰着総便益割合 8% 2% 3% 6% 16%
現行補助スキーム 0% 13% 7% 31% 21%
中央線沿線市区 府中市 国立市 立川市 日野市 八王子市

便益額(億円) 10.3 15.7 66.2 46.8 88.4
推計帰着総便益割合 3% 4% 19% 13% 25%
現行補助スキーム 2% 17% 10% 0% 0%

10以上 (億円)

1～10未満 (億円)

0.1～1未満 (億円)

0.1未満 (億円)

合成材消費 私事トリップ消費 土地消費

α z α x α a

パラメータ 0.92 0.02 0.06

土地消費 業務トリップ消費 生産効率

β a β x η

パラメータ(t値) 0.48(44.46) 0.02(80.00) 908.82

世帯

企業

௜ܸ ൌ ௜ܫ݈݊ െ ௜ݎ௔݈݊ߙ െ ܽ௫݈݊ݍ௜ ൅   (a-2)  ܥ

ܥ ൌ ݖߙ݈݊ݖߙ ൅ ܽߙ݈݊ܽߙ ൅  (b-2)  ݔߙ݈݊ݔߙ

立地選択確率は式(2)の効用関数を用いて，式(3)の

ロジットモデルとする．推計したパラメータを表３

に示す．	Rଶ値，t値から良好なモデルといえる． 

௜ܲ
ு ൌ ൜

௘௫௣൫ఏభ
ಹ௏೔ାఏమ

ಹ௟௡ு೔ାఏయ
ಹ஽ଵ೔ା⋯ାఏభమ

ಹ ஽ଵ଴೔ାఛ೔
ಹ൯

∑ ௘௫௣ሺఏభ
ಹ௏೔ାఏమ

ಹ௟௡ு೔ାఏయ
ಹ஽ଵ೔ା⋯ାఏభమ

ಹ ஽ଵ଴೔ାఛ೔
ಹሻ೔
ൠ  (3) 

௜ܲ
ு：居住選択確率 ߠ௡ு：パラメータ 

௜：各ダミー，߬௜ܦ，௜：住宅利用可能延床面積ܪ
ு：MM 推定量 

4. 2 企業 

 企業の利潤最大化行動は式(4-b)の生産技術制約の

下で特定化している． 

௜ߎ ൌ max஺௜,௑௜,௓௜ሾܼ௜ െ ܴ௜ܣ௜ െ ܳ௜ ௜ܺሿ  (4-a) 

st.  ܼ௜ ൌ ௜ܣ௜ሻܧሺܩ
ఉೌ

௜ܺ
ఉೣ,  ܩሺܧ௜ሻ＝ܧߟ௜  (4-b) 

݅：ゾーンを表す添え字，ߎ௜：企業の利潤関数，ܼ௜：市区町村内総生

産，ܴ௜：業務建物賃料，ܣ௜：業務用土地床投入量，ܳ௜：業務トリップ

一般化費用，ܺ ௜：年間業務トリップ投入量，	ߟ：生産効率パラメータ，

,௔ߚ，௜：従業人口ܧ  ௫：分配パラメータߚ

式(4)をラグランジュの未定乗数法を用いると，式

(5)～(7)が求められる．これらの式から分配パラメー

タを推計し，生産効率パラメータは，東京圏全体で 1

つとし，推計結果を表２に示す．  

௔ߚ＝௜ܣ
௓೔
ோ೔
  (5)   ௜ܺ＝ߚ௫

௓೔
ொ೔
  (6) 

௜ߎ ൌ ሺ1 െ ௔ߚ െ ௜ܣ	௜ܧߟ௫ሻߚ
ఉೌ

௜ܺ
ఉೣ  (7) 

立地選択確率は利潤関数を用いて式(8)のロジット

モデルとする．パラメータ推計結果を表３に示す．Rଶ

値，t値から良好なモデルといえる． 

௜ܲ
஻ ൌ ൜

௘௫௣൫ఏభ
ಳ௽೔ାఏమ

ಳ௟௡஻೔ାఏయ
ಳ஽ଵ೔ା⋯ାఏభమ

ಳ ஽ଵ଴೔ାఛ೔
ಳ൯

∑ ௘௫௣ሺఏభ
ಳ௽೔ାఏమ

ಳ௟௡஻೔ାఏయ
ಳ஽ଵ೔ା⋯ାఏభమ

ಳ ஽ଵ଴೔ାఛ೔
ಳሻ೔
ൠ  (8) 

௜ܲ
஻：立地選択確率 ߠ௡஻：パラメータ 

௜：業務利用可能延床面積，D௜：各ダミー，߬௜ܤ
஻：MM 推定量 

5．分析結果 

 JR 中央線三鷹～立川複々線化事業をケーススタデ

ィに，ゾーン別の主体別便益を推計すると，東京圏

全体で 612 億円/年の便益が発生した．図 2に世帯の

帰着便益を示すように，東京都のみならず広域に便

益が帰着することが確認できた．また表４で市区町

村間での自治体の費用負担割合を検討した際に，整

備区間外である八王子市や日野市等に多くの便益が

帰着していた． 

6．まとめ 

本研究では，CUE の精度向上を図るとともに，構

築されたCUEを用いることで帰着便益の空間的な分

布状況を把握できた．便益が広域に帰着することか

ら，帰着便益の割合に応じた自治体間費用負担割合

の再検討が必要である．しかし，構築された CUE に

は未だ，便益算出の際に主体別での便益額のオーダ

ーに大きな差がある等の問題が生じており，更なる

モデルの精査が必要である． 

表２ 各パラメータ推計結果 

 

 

 

 

表３ ロジットパラメータ推計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 世帯の便益分布 

表４ 帰着総便益割合と現行の費用負担割合の比較 
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